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に上誌の五凋村田野々に新地（図野々池）を築造する

計画が浮上した。

地元の大間耕地監理組合から新池築造の要聞を畳け

た脅川県では、大正 11年 7 月に技師鈴木信夫技手

小笹屯市らを自主置して測量を実施し、大正13年4月に

は世計を完了させた。軒池聾遣の控連は、この年の空

梅雨を甚血した小作人による溜池築造促進会の結成も

あって盛り上がり、ついに同年12月の県会において築

遣を県営用排水改良事業として実施することが決寵さ

れた(1/2国庫補助）。大正14年1月には、民柊省

の技師杉浦翠，）＜Jll設予定地を担察している。

1. 泊草

酉讃他方南部に位置する大野原町には、阿誼山眠の

誼に高燥な扇状地形が広がっており、近世にようやく一

新図開発が行われるようになった地域である。枠図川

上流を堰き止めて提遣された弁閏池（宜永田年l臼4)

は、近世を通じて畦提を操り返し、常に用水揮の不足

に悩まされることとなった。加えて明治27・28'1'には

干ばつに見舞われ、地域の農提生産に甚大な桂害をも

たらした。

このような状担下で、明拍30 ～ 40年itの新地聾造

計画（明治45年廃案｝、大正2年の井関池大谷池の

拡張計画（大正 11 年廃案）を経て、井関池よりさら
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果たLていた。 なお、 下流側ア チ壁は当初は関知石
を世用する予定であったが、 施工が囲睦であったため
にコンクリ ー トプロックに切り替えら れた。 プロック
筏みは、高知県から招かれた石工棟梁によって施工さ
れたという。

特酷的な構造としては、 北側 5 韮の扶壁に睦置され
たサイフォン式の供水吐がある。 これは、抽内が満水
状躍で堰提天端近〈に遣すると、自動的に肱水される
仕組みである。サイフォンのか水能力を超える場合Ii、
堰堤中央部天端を世流することになる。

取 水樋官は上 ー 中 下の3箇所あり、 上部の1番担
は扶墜に、 中。下部の2 3番樋はア ー チ壁に註置さ
れている。また中央のア ーチ壁下端には、 土砂吐樋門
がある。 これらは平成の改修で取り替えられており、
当初の2香祖と土砂吐祖門l主権桂下流側の公園施設内
に保存されている。

2. 堰堤の形態・構造

畳絵地堰堤の車式は、 マルチプルア ーチダム（多酷
扶壁式坦石モルタル輯石堰堤）であり、戦前の溜池堰
堤としては囲内唯一の事倒である。

現槙は堰堤延長145 m、権握高30 mを測り、中央
部の延長87 mが6韮の訣壁（パットレス）とアーチ
壁で構成された多品式となっている。堤高は戦前のダ
ムとしては最大盟筏である。 ア ー チ壁は在問 9.7mの
欠円ア ーチで、下流側に25

・
傾斜して両側の扶壁で支

えられている。扶墜とア ー チが吏互に連続して立ち上
がる様子は、 しばしば西洋の古城にも例えられる

Jill提の構築材！式、訣盟躯体と上流側ア ーテ壁が砂町岩
間知石、 下置側ア ー チ壁と扶壁岡部がコンクリ ー トプ
ロγクであり、 いずれも布積みされる． こ れら壁面構
詰材の内側に、大振りな租石（砕石）とモルタルを光
明しており、施工時には外表の布翁みは型枠の世割を

が現地を祖串し、それまでの呼称「回野々池Jを「畳

稔池jに改めた。

昭和4年 11月30目、畳稔池は実質的に竣工した。

措工から3，手8ヶ月で完成したことになる。工費は韓

額51万9問。円、 珪ぺ労務人貝15万9田人であった

（「豊稔池 築造記（未定稿）J）。翌年3月27日には竣工

式会e行われた。その龍、大関耕地整理組合では水利系

統と配水揖格の見直しを行い、 昭和 7 年に新たな配水

陸構を完成させた。

Jill撞完成f去の改陪は、①昭和6年の減勢工（堰堤下

にプールを遺り1/l水衝撃の桂街箱詰）の追加、 E昭和

田.24年度の堤体へのセメント注入｛商海地震によ

る屯型提生への措置）、直昭和田 ～平成 6 年度の堤体・

基礎取水減勢各部の改修、が行われた。＠の改怯

では、提体上流側をコンクリ ー トで巻いて漏水防止を

回り、 同下琉冊の扶壁聞にコンクリ トを打註して技

監の描強を行った（以上、『豊詑池の築造jを害問）。

平成 9 年 5 月に国畳詩有器文化財となり、 周辺施設

の監鈎も進んだ現在、 同地を訪れる人は多い。特に 7

月に行われる「ゆる生きJ（樋門の放水）は、県内を

抗表する耳の凪物詩となっている。
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大正15年3月27日には起工式が執り行われ、 亜日

着工した。工事の出世人夫は、窮民誰済の観点から地

元匝用を原則として進められ、 組合主慣の講習により

施工技能を修得させたという。主な工程としては、 昭

和 2 年度初頭頃までに基礎工事を終え、 同和 2 年 5 月

から昭和4年11月にかけて築堤工事が行われた。使

用石材は砂岩で、 田野々の内回 鷲ヶ岳から切り出さ

れた。

なお堰唖百五式は、大正15年末頃には当初世計の重力

式（直線的な平面躍で自重により構造を維持する）か

らマルチプルアーチに蛮Eされた。その理由は予期せ

ぬ韮礎岩盤に遭遇し、 宜力式の施工が困践になったこ

とによる。この頃に佐野高次郎カ申4地担察を行ってい

ることを考庖すると、堰堤五五式の宜'l!I主性野が主導し、

最終的に所管官庁の杉浦が決定した可能性がある。桂

野は明治田年東京帝国大学工学部卒で、布引五本松ダ

ム（明詰詔年 日本初の草力式コンクリ ー トダム）

の世計を手がけている。

田和 3 年秋には築堤工事がかなり進行したため、 昭

和 4 年 1 月より貯水を開始し、 こ の年の干ばつを免れ

ることができた。同年 5月、香川県選出の大蒔大臣三

土忠！造（計画当時、農商務省政高官で事業を按押し）
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の第一人者であり、昭和31年には人間国宝に指定され

ている。
3 周辺の施置

火事E筆跡 堰堤右岸冊の丘陵斜面据部に位置する。

1間四方程度のコンクリ ー ト壁が2苗所並列しており、

南側の方がー回り大きい。工事中の写耳では、コンク
理

所4 まとめ

依然として水不足が解消されず、大正期には干ばつ

による時収が相次いだため、 堰堤を5尺嵩上げL、余

水吐を拡幅し、山で隔てられた財困川上流から陸畳掘

削による取水を行うことになった。また丸屯幹線水路

約8kmをコンクリ ー ト聞東に改修した。事提は「県営

満臨池用排水i:t且事業」として国庫補助を畳けて行わ

れた。

第3次嵩上げ事業は、聞初日 ～34年に実施された。

それまでの結上げ事提で貯水量が飛躍的に増加（約

目。万t増加し、780万りしたが、昭翻9・14年の

大干ばつにより、さらなる貯水量の増大の必要性が叫

ばれていたのである。事提は「県営土器川沿岸用水改

良事業Jとして行われ、堰堤の6m商上げと軒たに構

築する「土器川貯水地」からの帯水を主眼として計画

岩手されたが、絞局の悪化に伴い事穿は昭和四年に中

止のやむなきに至った。

敗戦桂の昭和 21年9月には工事は再開された。間

拘25～27年に埴理工事が本括的に実施され、昭和32

年には桂面の石張りもほぼ終了した。回和30年には

取水格を新築、昭和31 ～33年に余水目土のコンクリー

ト車工を実抽したaまた当初計画されていた「土器川

貯水池」は計画聖亙され、天川田首工（土器川上流か

ら摘盟池への導水路取水口）が昭和泊年に竣工した。

これにより、描控抱の貯水量は佐来のほほ2倍にあた

る、（540万tとなった。
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1. 沿革

満埠池i立、中器地方の主要河川である金古川の上流

山間部に位置する泊池である。大草年間（701～干加）

に由岐国守道守朝臣が築造したとされ、弘仁12年

(821）には讃岐出身の空海により修築が行われたことー

でよ〈知られている。しかし、その桂も堰堤が庄々決

壊し、中世には全くの鹿池状躍であった。ょうやく宜

永8年（1田1）に西崎八兵荷により再築され、高永6

年(18日）には担弁村（現・琴平町桓井）の長谷川喜

平次により底樋が木製から石型に改悟されたが、翌年

の地震により堰堤が再ぴ決綾した。

その桂、明詰2年には高暗躍執政松崎投右宥門と担

井村の長谷川住太郎により、掘り控き式の底値を採用

することが法定L、弥勤池の水揮としての陸直掘削

（弥紛の石穴安政4年）を成功させていた宮回付（現

さぬき市大川）の軒眉庄臓を起用することとなった。

工事は明拍3年2月23日に着手し、3月15日には石

穴底担が貫通、6月3臼には堰堤が完成した。これに

より、近代的な掴地としての歩みが始まるカ室、坦性的

な水面不足を解消するために 3 次にわたる間上げ$撃

が行われた。

第1次嵩上げ事業は、明治団～39年に実施されたg

明詰25年に設立された荷車池普通水不j組合により、堰

提を 3 尺路上げし、余水吐を陸直式の肱水路に付け替

えられたのである。大正3年には焼E造の取水塔も建

設された。

括2次官上げ事需は、昭和2～5年に実抽された。

豊茸池堰堤の特世は、以下の3占にまとめられる。

①囲内最古で戦前堆 のマルチプルア ーチダムであ

ること。訣壁のサイフォン式洪水止も珍ししまた堤

高は戦前のダムとしては圏内最大級である。

②堰堤略式と構造が、先進的なダム世百十を手がけて

きた佐野藤次郎らによるものであり、日本におけるコ

ンクリ ー ト式ダムのーつの到達点を示す。

＠上記のような先進的かつ最大亜のダムが、地元農

民を中心に施工されていること。用水揮を希求する地

域の勲章が、先進的な構造劫の実現を主えたのである。

参考文蹴

長町 博19剖『且稔地の器造 丑稔池改修事業竣工

記念誌ー 』畳危他土地改良区

リ ー ト壁上に筒恒な板屋根が架けられており、周囲に

は銑条網が巡らされている。

豊監池碑堰提右岸側の重力式部分を埋め立て、そ

こに昭和 8年 8月、畳嵩池碑が堕立された。モルタル

遣で、表面を洗い出し仕上げしており、規模は高さ3.4

m、幅5.0mを叩る。碑面中央と下部には、銅板に鋳出

された題字と碑文がはめ込まれている。題字は三土忠

造（当時、鉄道大臣）の舎である。碑文の両側には、

由良石（高松市由良山産）で品と稲（車冊）、品と畳

｛西側）が臨却され、はめ込まれる。また台座には、

渦文帯と野菜・果樹が由良石に彫刻されて、はめ込ま

れる。

五穀豊穣をました碑のデザインは、県立工芸学技教

諭の践弁如毘の世，tによる。時井は県内における漆芸
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4.塩野池導水路

荷車池上流の金古川に面したE陸斜面に閉口してい

る。第3次槌上げ事業に伴い掘削工事が行われたが、

昭和19年7月に作業が中断し、坑口から的2凹m掘削

した状思のまま現存Lている。基盤となる花両岩岩盤

を幅2.4m·高さL9m前桂の台忠断面に苦掘りしてい

る。内部の施設としては、床面にトロッコの軌道枕木

の痕跡、天井に吊り下げられた碍子形の木製品（配線

周か）がある。また側壁には、!Om毎に坑口からの距

離がペンキで記されている。

5 まとめ

満控抱は、堰堤部分は第3次r..i上げによる絞後の構

造物であるが、他水系からの水臨確需を企国した塩入

陸道・塩野池導水路の存在が注目される。戦龍、県内

で普遍化する用水確保の工法が、先進的に行われたこ

とを示しており、掴f也車班技捕の喪遣を考える上で看

過できない構造物と評価できる。

乙調謹池掴管

需3次嵩上呼司「諜に伴い埴堤幅が広がったため、明

治3年間削の樋管を延長L、新たな樋官出口を建設し

た。これが現在の祖管（園呈録有器文化財）で、大正

期とみられる酎t担昔の宜匡を忠実に再現したもので

ある。担菅出口の規模は、幅5.3m ・ 高さ4.485mを測

り、樋官は幅12mを測る。樋管出口周囲には、盾形の

花両岩迫石で化粧される。

先ftの樋管出口と異なる点は、①パラペットなどの

外壁が先ftが蹄E杭みで化粧されているのに対し、現

在のものはモルタルで化桂目地を切ること、①両脇の

柱王手が、先代が笠石以外は蝶瓦で装飾されるのに対L、

現在のものは石積みであること、などである。

第3次誌上げ事量の写真Ci前世池土地改良IR2＜叩1)

をみると、堰堤工事が本格的に行われていた昭和26年

度には竣工していたことがわかる。

月がデサインされる。

参考文献

満控抽土地改良区2凹1『満i阜地虫一滴控池土地改且

区五十周年記土器』

3財団川分水塩入隠世

昭和5年9月に竣工したもので、取水口は財団川を

塞き止めた野口ダムの建設により水世しており、下流

側の出口が現存する。内部の車水路は、欠円ア ーチの

断面需を呈しており、幅L85m·寓さL7mを測る。壁

面には、コンクリ ー ト亜工が施される。

坑門はコンクリート造で、幅5.0 m寓さ3.2 mをw.u

る。上端には笠石が殺り、パラペットに名称と竣工年
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